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1 はじめに 

1.1 目的 

本調査は、PM2.5 及び光化学オキシダントの大気環境中濃度を再現するシミュレーション

モデルを構築し、構築したシミュレーションモデルを用いたシミュレーション解析により

各発生源の PM2.5 及び光化学オキシダントへの影響を明らかにすることで、東京都政策目

標達成に向けた施策を検討するための基礎資料とすることを目的とした。 

 

1.2 調査の概要  

本調査では、2008 年度及び 2015 年度の PM2.5 及び光化学オキシダントに対する発生源寄

与割合を算出することを目的としている。まず、シミュレーションモデルを構築し、2008

年度及び 2015 年度の基準計算を実施した。 

2 章では、シミュレーションによる基準計算の精度や不確実性等を議論するため、大気

汚染物質の濃度計算のインプット条件となるインベントリのデータ間の確認や気象場及び

大気汚染物質濃度の再現性の確認を行った。 

3 章では、シミュレーションモデルの再現性の確認を実施した上で、PM2.5 及び光化学オ

キシダントの発生源寄与解析を実施し、関東地域の主要な汚染物質の排出源について考察

した。発生源寄与割合の算出に当たっては、各発生源の排出量をゼロにした計算を都度実

施していくゼロアウト法を採用した。また、追加的な検討として、気象場を統一した状態

で 2008 年度と 2015 年度の発生源寄与解析を実施し、気象場の影響を議論するとともに、

光化学オキシダントの前駆物質の主要な排出源の一つとされた自動車について、より詳細

な発生源寄与解析を実施した。 

4 章では、2015 年度の PM2.5 成分分析結果を基に発生源寄与割合を統計的に算出するレ

セプターモデルを適用し、発生源寄与割合を推計した。 

5 章では、レセプターモデルとシミュレーションモデルの定性的な比較を行った。また、

2008 年度から 2011 年度の大気中微小粒子状物質検討会で実施したシミュレーションモデ

ルとレセプターモデルを用いた推計手法とおおむね同様の考え方で、本解析結果について

PM2.5 発生源寄与割合を試算した。 

6 章では、将来シナリオの排出量を設定し、シミュレーションモデルを用いて 2024 年度

及び 2030 年度における将来濃度推計を実施し、東京都政策目標の達成状況について考察し

た。また、対策事例調査の結果を適用した場合の濃度推計を実施し、対策事例が大気環境

濃度に及ぼす影響についても考察した。 

7 章では、大気汚染物質濃度の変動や気象条件を整理することで、高濃度日の類型化を

実施し、高濃度日イベントの事例解析の整理方法を提示するとともに、高濃度日イベント

について、測定値の主成分分析によって類型化した結果を整理した。 

8 章でシミュレーション解析調査のまとめを行った。 
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